
1



3 23 2

01
ア
ン
デ
ス
文
明
と
は  ...........................................................	

4

02
ア
ン
デ
ス
と
い
う
環
境  ........................................................	

8

03
ア
ン
デ
ス
文
明
の
展
開
と
時
代
区
分 .....................................	

12

04
先
土
器
時
代
の
神
殿  ..........................................................	

16

05
神
殿
を
造
り
つ
づ
け
た
人
々  ................................................	

20

06
チ
ャ
ビ
ン
・
デ
・
ワ
ン
タ
ル
遺
跡  .............................................	

24

07
北
高
地
の
巨
大
神
殿
、
ク
ン
ト
ゥ
ル
・
ワ
シ
と
パ
コ
パ
ン
パ .........	

28

08
神
殿
を
造
る
こ
と
で
社
会
が
変
わ
る ......................................	

32

09
モ
チ
ェ
：
ア
ン
デ
ス
最
初
の
国
家  ..........................................	

36

10
ナ
ス
カ
：
地
上
絵
を
造
っ
た
人
々  .........................................	

40

1 1
ワ
リ
：
イ
ン
カ
に
先
立
つ
帝
国  .............................................	

44

12
宗
教
都
市
テ
ィ
ワ
ナ
ク  ........................................................	

48

13
シ
カ
ン
：
北
海
岸
の
黄
金
文
化  ............................................	

52

14
チ
ム
ー
王
国
の
首
都
チ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン  .....................................	

56

15
イ
ン
カ
帝
国
の
実
態
１ 

文
書
資
料
と
考
古
学  .........................	

60

16
イ
ン
カ
帝
国
の
実
態
２ 

政
治
経
済
シ
ス
テ
ム  ..........................	

64

17
イ
ン
カ
帝
国
の
実
態
３ 

地
方
支
配
と
帝
国
の
終
焉  ..................	

68

18
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
ど
の
よ
う
な
遺
跡
な
の
か  .............................	

72

19
文
字
な
き
社
会
の
情
報
メ
デ
ィ
ア  .........................................	

76

20
日
本
の
ア
ン
デ
ス
研
究
１ 

そ
の
歴
史
と
現
状  ..........................	

80

21
日
本
の
ア
ン
デ
ス
研
究
２ 

考
古
学
者
と
現
地
社
会  ..................	

84

も
っ
と
ア
ン
デ
ス
文
明
を
知
る
た
め
に
読
ん
で
ほ
し
い
本  ...................	

88

ア
ン
デ
ス
文
明
を
知
る
た
め
の
博
物
館  ......................................	

90

シ リ ーズ「 古 代 文 明 を 学 ぶ 」
アンデス文明ガイドブック

●

松本雄一 著

監 修
西秋良宏
編 集 委 員
安倍雅史
松本雄一
庄田慎矢
下釜和也

目 次



5 4

†
こ
の
本
で
は
神
殿
を
、
人
々
が

集
ま
っ
て
祭
祀
、
儀
礼
を
お
こ
な

う
場
と
定
義
し
て
お
く
。
神
殿
に

は
通
常
の
住
居
と
は
異
な
る
規
模

の
大
き
な
建
築
が
と
も
な
い
、
そ

の
建
造
に
は
多
く
の
人
々
の
協
働

が
必
要
だ
っ
た
。
つ
ま
り
神
殿
と

は
、
祭
祀
、
儀
礼
を
お
こ
な
う
公

共
の
建
築
で
あ
り
、
公
共
祭
祀
建

造
物
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

†
同
じ
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
メ
ソ
ア

メ
リ
カ
文
明
に
お
い
て
も
、
鉄
と

車
輪
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

†
ア
ン
デ
ス
で
は
巨
大
な
神
殿
が

王
を
は
じ
め
と
す
る
権
力
者
の
存

在
な
し
に
出
現
し
た
。
こ
の
よ
う

な
社
会
を
〝
国
家
〟
と
呼
ぶ
こ
と

に
は
無
理
が
あ
る
。

01
ア
ン
デ
ス
文
明
と
は

南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
西
側
に
南
北
約
8
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
は
し
る
ア
ン
デ
ス
山
脈
と
そ
の
周
辺

地
域
の
中
で
、
古
代
文
明
と
聞
い
て
漠
然
と
思
い
浮
か
ぶ
も
の
は
、
現
在
の
ペ
ル
ー
共
和
国
と
ボ
リ
ビ
ア
多
民
族
国

の
一
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
有
名
な
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
や
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
、
あ
る
い
は
シ
カ
ン
文
化
の
き
ら

び
や
か
な
副
葬
品
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
本
書
で
扱
う
「
ア
ン
デ
ス
」
は
お
も
に
こ
の
地
域
を

さ
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
デ
ス
文
明
」
の
名
で
多
く
の
人
が
連
想
す
る
も
の
に
「
イ
ン
カ
帝
国
」
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
カ
帝

国
の
歴
史
は
、
15
世
紀
後
半
か
ら
1
5
3
2
年
に
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
ま
で
の
一
世
紀
に
満
た
な
い

も
の
で
す
。「
文
明
」と
い
う
概
念
が
、
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
芸
術
や
科
学
と
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
巨
大
な
建
造
物
や

都
市
な
ど
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ン
デ
ス
に
お
い
て
そ
の
起
源
は
イ
ン
カ
帝
国
の
成
立
よ
り
は
る

か
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
古
代
文
明
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
見
事
な
壁
画
や
装
飾
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た

巨
大
な
神
殿†
は
、
イ
ン
カ
帝
国
よ
り
も
4
0
0
0
年
以
上
前
に
出
現
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
イ
ン
カ
帝
国
ま
で
、
ア
ン
デ
ス
の
各
地
で
数
多
く
の
個
性
豊
か
な
文
化
が
興
亡
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ア
ン
デ
ス
文
明
と
は
、
こ
の
地
域
で
4
0
0
0
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
盛
衰
し
た
社
会
す
べ
て
が
織
り
な
す
歴
史
的

過
程
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。「
ア
ン
デ
ス
文
明
」
と
は
、イ
ン
カ
帝
国
と
そ
れ
以
前
に
各
地
で
栄
え
た
多
様
な

地
域
文
化
を
含
む
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
ア
ン
デ
ス
に
展
開
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
に
共
通
す
る
、
ア
ン
デ
ス
文
明
の
特
色
と
い
う
べ
き
も
の
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
他
の
文
明
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
出
現
し
た
文
明
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ア
ン
デ
ス

文
明
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
古
代
中
国
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
と

と
も
に
、
数
少
な
い
一
次
文
明
（
他
の
文
明
の
影
響
を
受
け
ず
に
成
立
し
た
文
明
）
の
一
つ
な
の
で
す
。

第
二
に
、
ア
ン
デ
ス
文
明
に
は
他
の
文
明
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
要
素
が
存
在
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
文
字
、
鉄
、
車
輪
が
あ
り
ま
す†
。
つ
ま
り
、
記
録
手
段
、
道
具
の
材

料
、
移
動
手
段
が
、
他
の
文
明
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

第
三
に
、
ア
ン
デ
ス
地
域
の
自
然
環
境
の
多
様
性
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
海
岸
砂
漠
か
ら
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
地
、

そ
し
て
熱
帯
雨
林
に
至
る
多
様
な
環
境
が
存
在
す
る
ア
ン
デ
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
応
し
た
集
団
が
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
利
用
の
あ
り
方
を
生
み
出
し
、
環
境
間
で
集
団
の
交
流
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
が
興
亡
を
繰
り
広
げ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ア
ン
デ
ス
文
明
の
展
開
を
、
最
終
的
に
イ
ン
カ
帝
国
の
出
現
に
い
た
る
直
線
的
な
進
化
の
過
程
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
の
実
態
の
解
明
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ア
ン
デ
ス
文
明
の
独
自
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
を
「
国
家
」
な
ど
の
わ
れ
わ
れ
の
知
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
押
し
込

め
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
ま
す†
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
い
え
ば
、
ア
ン
デ
ス
文
明
を
知
る
こ
と
は
、
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
古
代
文
明
、
あ
る
い
は
人
間
社
会
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
が
覆
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。
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南アメリカ大陸に展開したアンデス文明は、人類史上数少ない一次文明であり、紀元前3000
年の神殿の出現から16世紀のスペイン人によるインカ帝国征服にいたるまで、多様な社会が
興亡を繰り広げた。

多様なアンデス文明01

①北高地の巨大神殿、クントゥル・ワシ遺跡〔形成期中・
後期：紀元前1000〜前250年〕

②アンデス最初の国家、モチェの太陽の神殿（ワカ・デ
ル・ソル）〔モチェ文化：紀元前後〜紀元後600年〕

③宗教都市ティワナクのカラササヤ神殿〔ティワナク文
化：紀元後500〜1000年〕

④ナスカの地上絵〔ナスカ文化：紀元前200 〜紀元後
600年〕

⑤マチュピチュ〔インカ帝国：紀元後1400〜 1532年〕

⑦本書で扱う中央アンデスの地域区分 

⑥世界の一次文明 

　これらの文明はほかの文明の影響を受けずに独立して発生した。

①①

②②

③③

④④

⑤⑤
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†
南
極
海
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
大
陸

西
岸
を
北
上
す
る
寒
流
。
別
名
ペ

ル
ー
海
流
と
も
い
う
。

†
本
書
で
は
、ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る

イ
ン
カ
帝
国
の
征
服
（
1
5
3
2

年
）
以
前
の
時
期
を
全
体
と
し
て

扱
う
場
合
に
先
ス
ペ
イ
ン
期
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
。

†
土
石
流
を
防
ぐ
壁
や
、
建
築
の

造
り
替
え
な
ど
の
事
例
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ル
・
ニ
ー

ニ
ョ
の
時
期
に
大
き
な
儀
礼
や
居

住
地
の
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

02
ア
ン
デ
ス
と
い
う
環
境

南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
太
平
洋
側
を
縦
断
す
る
ア
ン
デ
ス
山
脈
は
、
中
央
ア
ン
デ
ス
を
西
か
ら
、
乾
燥
し
た
砂
漠
で

あ
る
海
岸
地
帯
（
コ
ス
タ
）、
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
対
応
す
る
山
地
地
帯
（
シ
エ
ラ
）、
そ
し
て
山
脈
を
下
っ
た
東
側
の
広

大
な
熱
帯
雨
林
地
帯
（
モ
ン
タ
ー
ニ
ャ
／
セ
ル
バ
）
に
分
断
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
デ
ス
は
緯
度
で
は
亜
熱
帯
に
属
し

て
い
る
た
め
、
標
高
が
3
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地
で
も
居
住
が
可
能
で
す
。
ア
ン
デ
ス
の
気
候
は
山
地
に
お

け
る
季
節
の
変
化
を
も
と
に
、
大
ま
か
に
雨
季
（
11
〜
4
月
）
と
乾
季
（
5
〜
10
月
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

南
北
方
向
に
長
く
伸
び
、
東
西
方
向
に
砂
漠
、
山
地
、
熱
帯
雨
林
が
隣
接
し
て
並
ぶ
よ
う
に
分
布
す
る
ア
ン
デ
ス
に

あ
っ
て
は
、
地
域
ご
と
に
状
況
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

ア
ン
デ
ス
山
脈
の
東
斜
面
は
、
熱
帯
雨
林
か
ら
高
温
多
湿
の
風
が
吹
き
込
む
た
め
、
一
年
を
通
じ
て
気
温
と
湿
度

が
高
く
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
西
斜
面
の
海
岸
部
は
、
沖
合
を
流
れ
る
寒
流
、
フ
ン
ボ
ル
ト
海
流†
の
影

響
で
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
ず
、
砂
漠
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
山
地
に
降
る
雨
が
川
と
な
っ
て
太
平
洋
に
注

ぎ
込
ん
で
い
る
た
め
、
海
岸
部
で
も
川
の
そ
ば
は
緑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
砂
漠
で
あ
っ
て
も
濃
霧
が
立
ち

込
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
ロ
マ
ス
と
呼
ば
れ
る
草
原
地
帯
が
広
が
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の

時
期
は
先
述
の
区
分
で
は
乾
季
に
対
応
し
、
海
岸
と
山
地
と
で
は
雨
季
と
乾
季
が
逆
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
よ
る
高
低
差
が
加
わ
る
こ
と
で
、
大
き
く
異
な
る
環
境
帯
が
非
常
に
近
い
距

離
に
分
布
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
ま
す
。
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
を
出
て
、
海
岸
の
砂
漠
か
ら
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
越

え
て
熱
帯
雨
林
に
向
け
て
車
を
走
ら
せ
る
と
、
数
時
間
ご
と
に
周
囲
の
風
景
が
植
生
や
地
形
を
含
め
て
ど
ん
ど
ん
変

化
し
て
い
く
こ
と
に
驚
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ア
ン
デ
ス
で
は
こ
う
し
た
高
低
差
を
利
用
し
て
、
多
様
な
環
境
帯
の
資
源
を
利
用
す
る
「
垂
直
統
御
」
と
呼
ば
れ

る
特
有
の
環
境
利
用
の
あ
り
方
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
垂
直
統
御
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
た
と
え
ば
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
西
斜
面
標
高
3
4
0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
あ
る
村
で

は
、
上
の
高
地
で
ラ
ク
ダ
科
動
物
（
リ
ャ
マ
、
ア
ル
パ
カ
）
の
放
牧
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
は
じ
め
と
す
る
根
菜
類
を
栽
培

し
、
下
の
温
暖
な
谷
間
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
栽
培
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
地
と
谷
間
は
1
日
以
内

に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
う
し
た
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
低
差
が
も
た
ら
し
た
、
狭
い
範
囲
内
に
き
わ
め
て
多
様
な
資
源
が
存
在
し
て
い
る

状
況
を
最
大
限
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
営
み
が
垂
直
統
御
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

ア
ン
デ
ス
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
も
う
一
つ
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
太
平
洋
岸
の
海
水
温
の
異

常
な
上
昇
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
エ
ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
す
。
貿
易
風
が
弱
く
な
る
こ
と
を
原
因

の
一
つ
と
し
た
海
流
と
大
気
の
異
変
に
よ
っ
て
、
通
常
は
き
わ
め
て
降
雨
量
の
少
な
い
海
岸
部
に
お
い
て
、
豪
雨
と

そ
れ
に
と
も
な
う
洪
水
や
土
石
流
、
そ
し
て
海
流
の
変
化
に
よ
る
魚
介
類
の
大
量
死
な
ど
の
災
害
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
の
で
す
。

本
書
で
扱
う
先
ス
ペ
イ
ン
期†
の
社
会
に
お
い
て
も
エ
ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
へ
の
対
応
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
設
備
や
建
築
に
よ
っ
て
対
応
を
試
み
た
事
例
が
あ
り
ま
す†
。
ま
た
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
衰

退
す
る
要
因
と
し
て
エ
ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
を
位
置
づ
け
る
説
も
数
多
く
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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アンデスは大まかに、西の海岸地帯、中央の山地地帯、東の熱帯雨林地帯からなるが、アンデ
ス山脈に由来する高低差と合わせてきわめて多様な環境が分布している。アンデス文明の多様
性もまた、このような地域的特色と密接に関わっていた。

アンデス山脈の高低差が生んだ多彩な環境02

②③チャラ：アンデス海岸部の標高500mまでの気候帯。非
常に乾燥している。砂漠が広がっているが、河川周辺では
灌漑農耕がおこなわれている。

④⑤ユンガ：海岸砂漠を越えてから山地に入る標高500〜
2300mの気候帯。温暖な気候からトウモロコシや果物など
農作物の栽培が盛んである。

⑦⑧スニ：標高3500mを
超える気候帯。ジャガイ
モをはじめとする根菜類
や雑穀であるキヌアが栽
培される。

⑪ルパ・ルパ：アンデスの東斜面にあたる熱帯雨林地帯。羽
毛、毛皮、木材などの資源に加え、コカの産地としても重
要であった。

⑨プーナ：標高4000mを超える気候帯。在来種のリャマやア
ルパカに加えヒツジなどの放牧が盛んになる。

⑩コルディエラ：アンデスの冠雪地帯。アンデスの
人々にとって山は重要な信仰の対象であった。

海岸地帯（コスタ） 熱帯雨林地帯（モンターニャ／セルバ）山地地帯（シエラ）

⑦

②

③

④ ⑤

⑧

⑫複数の気候帯にまたがる高低差の激しい地域では、段々畑
の上と下で異なる作物を栽培する場合もある。

①アンデス地域の断面模式図：
激しい高低差があるため、
多様な環境帯が近距離に位
置する場合も多い。名称は
異なる気候帯を示す。

⑥ケチュア：標高2300〜
3500mの気候帯。トウ
モロコシやマメ科植物
に加えて、旧大陸原産
の穀物が栽培される。
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03
ア
ン
デ
ス
文
明
の
展
開
と
時
代
区
分

南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
も
っ
と
も
古
い
人
間
活
動
の
痕
跡
は
、
チ
リ
南
部
の
モ
ン
テ
・
ベ
ル
デ
遺
跡
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
者
た
ち
は
お
よ
そ
1
万
4
5
0
0
年
前
頃
に
は
人
間
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
渡
っ
た
人
類
は
南
ア
メ
リ
カ
へ
と
拡
散
し
、
そ
の
後
、
長
い
間
に
わ

た
っ
て
狩
猟
や
漁
労
、
そ
し
て
植
物
資
源
の
採
集
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
多
様
な
環
境
に
適
応
し
ま
し
た
。
や
が

て
植
物
の
栽
培
と
動
物
の
家
畜
化
が
始
ま
り
、
定
住
生
活
す
る
集
団
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

紀
元
前
3
0
0
0
年
頃
に
ア
ン
デ
ス
の
海
岸
部
に
お
い
て
、
そ
し
て
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
て
山
地
に
お
い
て
大
き

な
変
化
が
生
じ
ま
す
。
人
々
は
協
力
し
て
神
殿
と
い
う
べ
き
公
共
祭
祀
建
造
物
を
生
み
出
し
、
そ
の
神
殿
を
中
心
と

し
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
神
殿
の
出
現
は
、
社
会
が
複
雑
に
な
り
文
明
が
形
成
さ
れ
る
、
ま

さ
に
そ
の
端
緒
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

神
殿
が
社
会
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
は
形
成
期
と
呼
ば
れ
、
紀
元
前
後
ま
で
3
0
0
0
年
に
わ
た
っ
て
続
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
書
で
は
「
形
成
期
」「
地
方
発
展
期
」「
ワ
リ
期
」「
地
方
王
国
期
」「
イ
ン
カ
期
」
と
い
う
時

期
区
分
を
用
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
神
殿
の
出
現
に
始
ま
る
ア
ン
デ
ス
文
明
の
展
開
を
、
時
代
区
分
と
合
わ
せ
て
大

ま
か
に
み
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

形
成
期
（
紀
元
前
3
0
0
0
年
〜
紀
元
前
後
）
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
神
殿
を
中
心
と
し
て
社
会
が
統
合
さ
れ
て

い
た
時
期
で
す
。
神
殿
を
中
心
と
し
て
遠
く
離
れ
た
地
域
の
集
団
が
交
流
し
て
広
範
囲
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

生
ま
れ
、
集
団
の
中
に
社
会
的
あ
る
い
は
経
済
的
な
差
異
が
生
ま
れ
た
時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
（
04
〜
08
項
）。

地
方
発
展
期
（
紀
元
前
後
〜
紀
元
後
6
0
0
年
）
は
、
神
殿
を
中
心
と
し
た
広
範
囲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
崩
壊
し
、

地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
が
展
開
し
た
時
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
ア
ン
デ
ス
最

初
の
国
家
と
さ
れ
る
モ
チ
ェ
文
化
（
09
項
）
と
地
上
絵
を
つ
く
り
上
げ
た
ナ
ス
カ
文
化
（
10
項
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

両
者
の
間
に
交
流
は
確
認
で
き
ず
、
そ
の
社
会
の
仕
組
み
自
体
も
大
き
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。

ワ
リ
期
（
紀
元
後
6
0
0
〜
1
0
0
0
年
）
は
、
ア
ン
デ
ス
の
広
い
範
囲
が
ワ
リ
と
い
う
政
体
（
11
項
）
の
影
響
下

に
あ
っ
た
時
期
と
さ
れ
ま
す
。
ワ
リ
は
イ
ン
カ
に
先
行
す
る
帝
国
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。

同
時
期
に
南
の
テ
ィ
テ
ィ
カ
カ
湖
周
辺
で
は
テ
ィ
ワ
ナ
ク
文
化
が
栄
え
ま
し
た
（
12
項
）。
ワ
リ
と
テ
ィ
ワ
ナ
ク
は
、

宗
教
や
物
質
文
化
に
共
通
性
を
示
し
な
が
ら
も
異
な
る
原
理
で
統
合
さ
れ
て
い
た
社
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
方
王
国
期（
紀
元
後
1
0
0
0
〜
1
4
0
0
年
）は
、ワ
リ
衰
退
の
後
、
各
地
で
国
家
が
展
開
し
た
時
期
で
す
。
本

書
で
扱
う
シ
カ
ン
文
化
（
13
項
）
や
チ
ム
ー
文
化
（
14
項
）
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
家
と

定
義
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
社
会
が
展
開
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
カ
期
（
紀
元
後
1
4
0
0
〜
1
5
3
2
年
）
は
、
ア
ン
デ
ス
文
明
の
展
開
で
最
後
に
位
置
し
て
い
ま
す
（
15
〜

17
項
）。
ア
ン
デ
ス
に
お
い
て
か
つ
て
な
い
広
い
領
域
を
影
響
下
に
治
め
た
イ
ン
カ
帝
国
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
征

服
者
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
人
が
残
し
た
文
書
資
料
を
中
心
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
考

古
学
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
と
反
論
が
進
ん
で
お
り
、
従
来
の
イ
ン
カ
帝
国
を
め
ぐ
る
常
識
が
覆
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

イ
ン
カ
帝
国
の
遺
跡
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
に
お
い
て
も
、
近
年
、
新
た
な
事
実
が
続
々
と

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
18
項
）。
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本書では、神殿の発生からインカ帝国の滅亡まで、4000年以上に及ぶアンデス文明の展開を
扱う。ここでは、本書で扱われるアンデスにおける地域区分と年表を提示し、それぞれの文化
の変遷の見取り図を提示しておきたい。

アンデス文明の展開と時代区分03 ②本書で扱うおもな文化の
	 地理的範囲①
	 （形成期〜ワリ期）

③本書で扱うおもな文化の
	 地理的範囲②
	 （地方王国期〜インカ期）

①アンデス文明の展開
	 （簡略化した概念図。正確な年代は各項参照）


